
 

 

お客様 各位 

 

  2023年11月吉日 

   富士フイルム VETシステムズ株式会社 

  営業推進本部 受託検査推進グループ 

 

受託検査項目 「エストラジオール」検査規格変更のご案内 
 

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は、格別のお引立てを賜り、厚く御礼申し上げます。 

この度、受託検査項目「エストラジオール」に関して検査規格(材料/量、測定方法、参考基準範囲)を下記の通り変更させて

いただきます事をご案内いたします。 

今後とも、弊社受託検査サービスをご愛顧賜りますようお願い申し上げます。 

謹白  
 

記 
 

【対象製品】 

受託検査項目 エストラジオール 

【詳細】 

項目名 
対象

動物 

材料/量(mL) 保存

方法 

測定方法 報告

日数 

参考基準範囲（pg/mL） 

変更前 変更後 変更前 変更後 変更前 変更後 

エストラジ

オール 

犬 

血清/0.2 血清/0.3 冷蔵 ELISA法 EIA法 ～3 

メス(発情期以外) 

：25.0～62.0 

メス(発情期) 

：75.0以上 

オス 

：11.0未満 

メス(避妊) 

：7.1未満 

猫 

メス(発情期以外) 

：35.0～72.0 

メス(発情期） 

：92.0以上 

オス 

：21.9未満 

メス(避妊) 

：19.8未満 

参考情報：受託可能な性ホルモン測定の主な臨床的意義および対象となる疾患・状態 

項目名 臨床的意義 対象となる疾患・状態 

エストラ

ジオール 

エストロジェン産生腫瘍におけるエストロジェン過剰症の診断補助、 

術後の転移・再発の確認 
セルトリ細胞腫、顆粒膜細胞腫 

発情の確認 ※1
 ― 

プロゲ 

ステロン 

遺残卵巣の確認 ※2
 卵巣遺残症候群 

手術歴不明のメスにおける黄体期の証明 ― 

分娩開始時期の予測、黄体機能の確認による流産の予防 妊娠、黄体機能不全 

プロゲステロン拮抗薬（アグレプリストン）による内科治療の適応判断 子宮蓄膿症 

テスト 

ステロン 

生殖腺機能、造精機能の評価 ※3
 性行動の不全、造精機能障害 

手術歴不明のオスにおける去勢／両側性腹腔内潜在精巣の鑑別 ※3
 潜在精巣 

※1 行動様式の観察および膣スメア検査と組み合わせた評価を推奨します。 

※2 猫は交尾排卵動物のため、GnRH（または hCG）による排卵誘起処置が必要です。 

※3 日内変動があるため評価には注意が必要です。GnRH（または hCG）による刺激試験が望まれます。 

【変更日】 

2023年11月1日（水）受付分より 
 

尚、本件に関するお問い合わせは以下までご連絡ください。 
 

【問い合わせ先】 

営業推進部 受託検査推進グループ 

連絡先 0422-26-7129（受付時間：平日9:30-18:00）                           

LE23-10 
以上 


